
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
日
提
出

質

問

第

四

二

号

在
上
海
総
領
事
館
員
自
殺
事
件
に
際
し
て
外
務
省
職
員
が
下
し
た
判
断
の
是
非
等
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣

の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

42



在
上
海
総
領
事
館
員
自
殺
事
件
に
際
し
て
外
務
省
職
員
が
下
し
た
判
断
の
是
非
等
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣

の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
四
年
五
月
六
日
、
在
上
海
総
領
事
館
の
電
信
官
（
以
下
、
「
電
信
官
」
と
い
う
。
）
が
自
殺
す
る
事
件
が
発
生
し

た
。
右
に
つ
き
外
務
省
は
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
三
十
一
日
付
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
「
在
上
海
総
領
事
館
の
館
員
の
死
亡
の

背
景
に
は
、
現
地
の
公
安
当
局
側
関
係
者
に
よ
る
、
領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
上
の
接
受
国
の
義
務
に
反
す
る
遺
憾

な
行
為
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
と
本
年
十
月
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一

七
二
第
二
〇
号
。
以
下
、
「
政
府
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
九
月
十
六
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
で
、
「
電
信
官
」
の
自
殺
事
件
に
関
し
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」

で
は
「
御
質
問
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
新
内
閣
の
下
で
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果

も
踏
ま
え
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
新
内
閣
に
お
け
る
右
事
件
の
経
緯
等
に
関

す
る
確
認
作
業
は
、
現
在
ど
の
様
な
進
捗
状
況
に
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

過
去
の
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
電
信
官
」
が
死
亡
し
た
日
に
、
右
事
案
に
つ
き
在
上
海
総
領
事
館
か
ら
外
務
本
省
に
報
告

さ
れ
た
後
、
同
日
中
に
、
当
時
の
川
口
外
務
大
臣
に
報
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
に
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
は
報
告

一



が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ
き
、
過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
当
時
の
川
口
大
臣
は
、
中

国
公
安
当
局
関
係
者
に
よ
る
「
電
信
官
」
に
対
す
る
国
際
法
に
違
反
す
る
行
為
が
な
さ
れ
た
と
認
識
し
た
上
で
、
あ
え
て
本

件
に
つ
い
て
総
理
官
邸
に
報
告
す
る
必
要
は
な
い
と
の
判
断
を
し
た
と
解
し
て
よ
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
六
年
二

月
二
十
四
日
付
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
八
〇
号
）
で
は
、
「
本
件
に
つ
い
て
、
外
務
省
か
ら
内
閣
総
理
大
臣

官
邸
（
以
下
「
官
邸
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
報
告
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
の
担
当
部
局
が
判
断
し
た
も
の
で

あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
電
信
官
」
の
自
殺
事
件
に
つ
い
て
総
理
官
邸
に
報
告
を
し
な
い
と
判
断
し
た
右

の
「
外
務
省
の
担
当
部
局
」
と
は
具
体
的
に
ど
こ
の
部
署
を
指
し
て
い
る
の
か
、
当
時
の
担
当
責
任
者
の
官
職
氏
名
全
て
と

共
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
右
に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
十
六
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
で
問
う
て
い
る
が
、
「
政
府
答

弁
書
」
で
は
一
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
次
質
問
主
意
書
に
お
い
て
改
め
て
質
問
す
る
。

三

一
般
に
、
あ
る
省
庁
が
所
掌
す
る
事
務
に
係
る
最
終
的
責
任
は
、
当
該
省
庁
の
国
務
大
臣
が
負
う
も
の
と
考
え
る
。
「
電

信
官
」
の
自
殺
事
件
に
つ
い
て
総
理
官
邸
に
報
告
を
し
な
い
と
の
判
断
を
、
当
時
の
川
口
大
臣
で
は
な
く
、
二
の
外
務
省
職

員
が
下
し
た
こ
と
は
甚
だ
不
適
切
な
こ
と
で
、
当
時
の
同
省
職
員
の
越
権
行
為
で
あ
り
、
ま
さ
に
国
務
大
臣
が
官
僚
に
操
ら

れ
て
い
た
事
例
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
本
年
八
月
三
十
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員

二



総
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
が
三
百
八
議
席
を
獲
得
す
る
勝
利
を
収
め
、
政
権
交
代
が
実
現
し
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
が
発
足

し
た
。
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
、
選
挙
の
最
中
よ
り
、
国
会
議
員
が
官
僚
に
操
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
会
議
員
が

官
僚
を
指
導
監
督
す
る
、
政
治
家
主
導
の
行
政
を
目
指
す
と
訴
え
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
右
で
挙
げ
た
、
「
電
信
官
」
の

自
殺
事
件
に
つ
い
て
の
報
告
に
見
ら
れ
る
、
当
時
の
同
省
職
員
の
対
応
は
適
切
で
あ
っ
た
か
否
か
、
鳩
山
総
理
大
臣
、
岡
田

克
也
外
務
大
臣
は
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
右
に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
十
六
日
に
提
出
し

た
質
問
主
意
書
で
問
う
て
い
る
が
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
一
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
次
質
問
主
意
書
に
お

い
て
改
め
て
質
問
す
る
。

四

「
電
信
官
」
の
自
殺
事
件
が
起
き
た
当
時
の
外
務
省
事
務
次
官
は
竹
内
行
夫
氏
で
あ
り
、
ま
た
、
右
に
つ
い
て
の
報
告
を

内
閣
総
理
大
臣
に
し
な
い
こ
と
を
最
終
的
に
決
め
た
の
は
竹
内
氏
で
あ
っ
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

五

「
電
信
官
」
の
自
殺
事
件
が
起
き
た
当
時
、
外
務
省
事
務
次
官
の
任
に
あ
っ
た
竹
内
氏
は
、
同
事
件
に
責
任
を
負
っ
て
い

る
と
思
料
す
る
が
、
鳩
山
総
理
大
臣
、
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

六

竹
内
氏
は
、
現
在
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
に
就
い
て
い
る
と
承
知
す
る
。
「
電
信
官
」
の
自
殺
事
件
に
対
す
る
当
時
の
対

応
等
に
鑑
み
、
同
氏
が
右
の
任
に
就
い
て
い
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
思
料
す
る
が
、
鳩
山
総
理
大
臣
、
岡
田
大
臣
の
見

三



解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


